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政
策
・
制
度
解
説
コ
ー
ナ
ー

　

玄
田
有
史
・
東
大
教
授
の
ま
と
め
ら
れ

た
『
人
手
不
足
な
の
に
な
ぜ
賃
金
が
上
が

ら
な
い
の
か
』
と
い
う
本
が
、
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
第
１
次
石
油
危
機
以
降
で
最

高
と
い
う
人
手
不
足
、
企
業
業
績
は
全
体

と
し
て
好
調
、
企
業
体
力
も
強
化
さ
れ
て

い
る
状
況
な
の
に
、
賃
金
の
上
昇
は
期
待

さ
れ
る
ほ
ど
で
は
な
い
、
と
感
じ
る
人
も

少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
本
は
、

内
容
の
事
前
調
整
な
し
に
20
人
の
執
筆
者

が
16
本
の
論
文
を
掲
載
す
る
と
い
う
形
式

を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
規
制
産
業
、
規
制

緩
和
産
業
で
は
賃
金
が
上
昇
し
に
く
い
こ

と
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
変

化
や
成
果
主
義
の
影
響
、
労
働
力
の
構
成

の
変
化
、
能
力
開
発
の
衰
退
な
ど
が
要
因

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
然
の
こ

と
で
す
が
、
労
働
組
合
の
立
場
か
ら
す
る

と
、
納
得
で
き
る
も
の
、
納
得
し
が
た
い

も
の
、
色
々
な
論
文
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

原
因
は
ひ
と
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
し
、

問
題
意
識
を
喚
起
し
、
議
論
を
深
め
て
い

く
上
で
、
き
わ
め
て
重
要
な
書
籍
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
た
だ
少
し
気
に
な
る
の
は
、

賃
金
の
下
方
硬
直
性
が
上
方
硬
直
性
（
上

が
り
に
く
さ
）
を
招
い
て
い
る
、
と
い
う

指
摘
で
す
。
一
般
的
に
、
賃
金
に
は
下
方

硬
直
性
が
存
在
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
同
時
に
、
わ
が
国
の
労
働
市
場
に
は

下
方
硬
直
性
は
存
在
し
な
い
と
い
う
の
も
、

一
般
的
な
見
方
だ
と
思
い
ま
す
。
高
度
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
や
解
雇
の
金
銭

解
決
問
題
な
ど
と
同
様
、
最
初
に
政
策
あ

り
き
で
、
政
策
を
裏
づ
け
る
た
め
に
実
態

と
異
な
る
情
勢
分
析
が
行
わ
れ
、
そ
う
し

た
認
識
が
広
ま
る
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ

う
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

賃
金
は
上
昇
し
て
い
な
い
の
か

　

第
一
に
、
賃
金
が
本
当
に
上
昇
し
て
い

な
い
の
か
と
い
う
点
で
す
が
、
厚
生
労
働

省
の
毎
月
勤
労
統
計
（
調
査
産
業
計
・
就

業
形
態
計
）
を
見
る
と
、
現
金
給
与
総
額

の
増
加
率
は
、2
0
1
4
年
度
0
・
5
％
、

2
0
1
5
年
度
0
・
2
％
、2
0
1
6
年
度

　

金
属
労
協
で
は
、
特
定
最
賃
（
労
使
の

判
断
に
よ
り
、
都
道
府
県
ご
と
に
産
業
別

に
設
定
さ
れ
る
法
定
最
低
賃
金
）の
取
り
組

み
を
強
力
に
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
、
金
属
産
業
に
多
く
の
人
が
働
い
て
い

る
「
生
産
工
程
の
職
業
」
の
求
人
賃
金
が
、

他
の
職
業
と
比
較
し
て
、人
手
不
足
の
激
化

に
見
合
っ
た
上
昇
が
見
ら
れ
る
か
ど
う
か
、

と
い
う
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
都
道
府
県
の
労
働
局
の
中
で
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
職
業
別
の
有
効
求
人
数
、

有
効
求
職
者
数
、
求
人
賃
金
（
下
限
平
均
）

の
デ
ー
タ
が
継
続
的
に
得
ら
れ
る
東
京
、

埼
玉
、
千
葉
、
神
奈
川
、
茨
城
、
山
梨
、

京
都
に
関
し
、「
職
業
計
」、
金
属
産
業
に
多

く
の
人
が
働
い
て
い
る
「
生
産
工
程
の
職

業
」、
お
よ
び
「
生
産
工
程
の
職
業
」
と
労

働
市
場
が
競
合
的
と
思
わ
れ
る
「
事
務
的

職
業
」、「
販
売
の
職
業
」、「
サ
ー
ビ
ス
の
職

業
」
に
つ
い
て
、
2
0
1
2
年
３
月
か
ら

2
0
1
7
年
３
月
に
か
け
て
の
変
化
を
見

る
と
（
図
表
１
、２
）、

①
７
都
府
県
計
の
有
効
求
人
倍
率
と
求
人

賃
金
の
変
化
を
職
業
別
に
比
べ
て
見
る

と
、「
生
産
工
程
の
職
業
」
は
、「
職
業
計
」

や
「
事
務
的
職
業
」
に
比
べ
、
有
効
求

人
倍
率
の
上
昇
率
が
か
な
り
大
き
い
に

も
関
わ
ら
ず
、
求
人
賃
金
の
上
昇
率
は

や
や
小
さ
い
。

②
有
効
求
人
数
と
求
人
賃
金
の
変
化
を
見

0
・
4
％
と
な
っ
て
お
り
、
う
ち
正
社
員
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
近
い
一
般
労
働
者
の
所

定
内
給
与
は
、
2
0
1
4
年
度
0
・
2
％
、

2
0
1
5
年
度
0
・
6
％
、
2
0
1
6
年
度

0
・
4
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
春

闘
の
結
果
と
違
和
感
の
な
い
程
度
に
は
、
賃

金
は
上
昇
し
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

た
だ
し
、Ｊ
Ｃ
共
闘
で
も
、
賃
上
げ
獲
得
組

合
は
６
割
程
度
に
止
ま
っ
て
お
り
、
賃
上
げ

が
必
ず
し
も
全
体
に
及
ん
で
い
な
い
と
い

う
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
最
近
の
人
手
不
足
に
見
合
っ
た

ほ
ど
上
昇
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
と
い
う

問
題
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
で
あ
れ
ば
見

合
っ
て
い
る
の
か
、
見
合
っ
て
い
な
い
の
か
、

判
断
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

人
手
不
足
が
解
消
さ
れ
る
ま
で
、
賃
金
が
上

昇
す
れ
ば
、
そ
れ
が
見
合
っ
た
状
態
と
い
う

こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
ま
で
行
く

に
は
、
長
期
に
わ
た
る
産
業
構
造
の
転
換
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
過
去
の
人
手
不
足
と
比

較
す
る
に
し
て
も
、
高
度
成
長
期
と
の
比
較

は
、
あ
ま
り
説
得
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。
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る
と
、「
生
産
工
程
の
職
業
」
も
、
有
効

求
人
数
の
増
加
に
見
合
っ
た
程
度
に
は
、

求
人
賃
金
が
上
昇
し
て
い
る
。
従
っ
て
、

①
の
状
況
が
生
じ
て
い
る
理
由
は
、
他

の
職
業
に
比
べ
て
、
求
職
者
数
の
減
少

が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

③
都
府
県
ご
と
に
個
別
に
見
る
と
、
７
都

府
県
す
べ
て
で
、「
生
産
工
程
の
職
業
」

の
有
効
求
人
倍
率
の
上
昇
率
が
、「
職
業

計
」
を
上
回
っ
て
お
り
、
う
ち
４
府
県

で
は
、「
生
産
工
程
の
職
業
」
の
有
効
求

人
倍
率
の
上
昇
率
が「
事
務
的
職
業
」「
販

売
の
職
業
」「
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
」
と
比

べ
、
一
番
大
き
い
。

④
有
効
求
人
倍
率
と
求
人
賃
金
と
の
関
係

で
は
、
す
べ
て
の
都
府
県
で
、
７
都
府

県
計
と
同
じ
傾
向
が
見
ら
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、埼
玉
、千
葉
、

神
奈
川
、
京
都
で
は
、「
生
産
工
程
の
職

業
」
の
有
効
求
人
倍
率
の
上
昇
率
が
大

で
、
労
働
分
配
率
が
低
い
と
す
る
と
、
市

場
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
市
場
集
中

度
も
高
ま
る
と
同
時
に
、
経
済
全
体
で
み

た
労
働
分
配
率
も
低
下
す
る
こ
と
に
な
る
」

と
い
う
も
の
で
す
。
鶴
教
授
は
、
こ
の
論

文
の
中
で
、
こ
の
「
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
企
業

仮
説
」
が
日
本
に
も
あ
て
は
ま
る
、
と
は
一

切
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
し
、
実
際
、
日
本

に
お
い
て
、「
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
企
業
」
が

ど
の
程
度
の
影
響
力
が
あ
る
の
か
は
、
疑

問
で
す
。
そ
う
し
た
検
証
な
し
に
、
日
本

で
も
労
働
分
配
率
低
下
は
や
む
を
得
な
い
、

と
い
う
風
潮
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
注
意

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

下
方
硬
直
性
が

上
方
硬
直
性
の
要
因
か

　

賃
金
の
下
方
硬
直
性
が
上
方
硬
直
性
を

招
い
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

不
況
に
な
っ
て
も
賃
下
げ
は

容
易
で
は
な
い
の
で
、
好
況
時

も
賃
上
げ
を
抑
制
し
て
い
る
、

と
い
う
見
方
で
す
。
そ
の
帰

結
は
、「
不
況
の
時
に
簡
単
に

賃
下
げ
で
き
る
よ
う
に
す
れ

ば
よ
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

①
日
本
で
は
所
定
外
賃
金
や

一
時
金
の
比
率
が
き
わ
め

て
高
い
の
で
、現
金
給
与
総

額
で
見
れ
ば
、
賃
金
の
下
方

見
て
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
2
・
9
％
、
イ

ギ
リ
ス
2
・
4
％
、ド
イ
ツ
2
・
1
％
、
フ

ラ
ン
ス
1
・
3
％
と
な
っ
て
お
り
、
日
本

の
0
・
5
％
（
毎
勤
統
計
・
調
査
産
業 

計
・
就
業
形
態
計
・
現
金
給
与
総
額
）
と

比
べ
る
と
、
大
き
な
上
昇
率
と
な
っ
て
い

ま
す
。
実
質
賃
金
上
昇
率
で
も
、
日
本
の

0
・
7
％
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
1
・
7
％
、

ド
イ
ツ
1
・
6
％
、
ア
メ
リ
カ
1
・
6
％
、

フ
ラ
ン
ス
1
・
1
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

低
い
賃
金
上
昇
率
は
先
進
国
共
通
だ
か
ら

仕
方
が
な
い
、
と
は
言
え
な
い
と
思
い
ま

す
。（
図
表
３
）

　

日
経
新
聞
の
「
経
済
教
室
」
に
お
い
て
、

鶴
光
太
郎
・
慶
応
大
教
授
が
「
労
働
分
配

率
低
下
の
“
真
犯
人
”『
ス
タ
ー
企
業
』
の

興
隆
主
因
か
」
と
い
う
論
文
を
掲
載
さ
れ

た
の
を
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
の

「
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
企
業
は
仮
に
高
収
益

き
い
の
に
、
求
人
賃
金
の
上
昇
率
が
小

さ
い
、
も
し
く
は
「
職
業
計
」
な
み
に

止
ま
っ
て
い
る
。

と
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
「
職
業
計
」と
し
て
見
合
っ
て
い
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
デ
ー
タ
で
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
な
く
と

も
金
属
産
業
に
多
く
の
人
が
働
い
て
い
る

「
生
産
工
程
の
職
業
」
で
は
、
人
手
不
足
の

激
化
に
比
べ
て
、
求
人
賃
金
の
上
昇
が
不

十
分
と
い
う
こ
と
が
言
え
そ
う
で
す
。

賃
金
上
昇
率
が
低
い
の
は
、

先
進
国
共
通
か

　

賃
金
上
昇
率
が
低
い
の
は
、
先
進
国

共
通
に
見
ら
れ
る
現
象
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
2
0
1
6
年

の
賃
金
上
昇
率
を
内
閣
府
『
海
外
経
済

デ
ー
タ
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
で
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④
賃
下
げ
が
勤
労
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

労
働
生
産
性
の
低
下
を
招
く
こ
と
は
、
賃

下
げ
容
認
論
者
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
賃
下
げ
の
一
般
化
は
、
産
業
の
競
争

力
に
決
定
的
な
打
撃
を
与
え
か
ね
な
い
。

と
い
う
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

賃
下
げ
容
認
論
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
の
は
、
不
況
時
に
賃
下
げ
を
行
っ

た
企
業
の
ほ
う
が
、
景
気
回
復
時
に
高
い

賃
上
げ
を
行
っ
て
い
る
、
と
い
う
も
の
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
賃
下
げ
を
行
っ
た

企
業
は
、
一
刻
も
早
く
元
に
戻
そ
う
と
す
る

で
し
ょ
う
か
ら
、
賃
上
げ
が
高
く
な
る
の
は

当
然
で
す
。
賃
下
げ
分
を
回
復
し
、さ
ら
に
、

世
間
相
場
を
上
回
る
賃
上
げ
が
行
わ
れ
て

い
る
の
な
ら
、
賃
下
げ
容
認
論
の
根
拠
に
な

り
ま
す
が
、
そ
う
し
た
デ
ー
タ
は
、
筆
者
は

ま
だ
見
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

賃
下
げ
を
行
っ
た
企
業
が
、
そ
の
回
復
を

図
ろ
う
と
す
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
従
業
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
労
働
生
産
性
に
深
刻
な

打
撃
を
与
え
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

賃
下
げ
を
行
っ
た
企
業
の
賃
上
げ
が
高
い

と
い
う
の
は
、
む
し
ろ
賃
下
げ
す
べ
き
で
は

な
い
こ
と
の
根
拠
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と

人
件
費
調
整

　

日
本
の
賃
金
が
、
現
金
給
与
総
額
で
見

れ
ば
き
わ
め
て
柔
軟
で
あ
る
こ
と
は
、
異
論

の
な
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
際
の
人
件
費
の
変
化
を
、

主
要
先
進
国
で
比
較
し
て
み
る
と
、
１
人
あ

た
り
の
人
件
費
が
低
下
し
た
の
は
日
本
だ

け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
欧
米
で
は
、
賃
金
の

下
方
硬
直
性
が
確
認
で
き
ま
す
が
、
日
本

は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
図
表
４
）

　

か
つ
て
、
不
況
時
に
日
本
は
賃
金
の
柔
軟

性
に
よ
っ
て
雇
用
を
守
り
、
欧
米
は
雇
用
削

減
で
対
応
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
2
0
0
9
年
に
は
、

雇
用
者
数
は
、
日
本
を
含
め
、
ド
イ
ツ
以

外
の
す
べ
て
の
国
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
日

本
で
は
、
2
0
0
9
年
に
非
正
規
労
働
者

が
前
年
に
比
べ
38
万
人
減
少
し
ま
し
た
が
、

2
0
1
0
年
に
な
る
と
、
ほ
ぼ
2
0
0
8

年
の
水
準
に
回
復
し
、
逆
に
正
社
員
が

2
0
0
8
年
よ
り
36
万
人
減
少
し
ま
し
た
。

金
属
産
業
の
個
別
企
業
で
は
、
雇
用
調
整

助
成
金
や
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
活
用
し
つ
つ
、
雇
用
確
保
の
た
め
に
必
死

の
努
力
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
マ
ク
ロ
的
に

見
る
と
、い
っ
た
ん
非
正
規
労
働
者
の
削
減

で
対
応
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
正
社
員
を

削
減
し
、
非
正
規
労
働
者
に
置
き
換
え
た
、

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

賃
金
の
柔
軟
性
が

消
費
マ
イ
ン
ド
を
低
下
さ
せ
る

　

同
じ
図
表
で
、
雇
用
者
報
酬
（
国
全
体

の
総
額
人
件
費
）
を
見
る
と
、

①
2
0
0
9
年
に
は
、
2
0
0
8
年
に
比

べ
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
イ
タ
リ

ア
で
減
少
し
て
い
る
が
、
日
本
の
減
少
幅

が
一
番
大
き
い
。

②
2
0
1
0
年
に
2
0
0
8
年
の
水
準
を

下
回
っ
て
い
る
の
は
日
本
と
ア
メ
リ
カ
だ

け
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
が
回
復
傾
向
と

な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
日
本
で
は
回
復

が
見
ら
れ
な
い
。

と
言
え
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
景
気
の
回
復
を
遅
ら
せ
る
こ

硬
直
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
不
況
は
好
況

よ
り
も
短
い
の
で
、
人
件
費
調
整
が
必
要

な
場
合
も
、
所
定
外
賃
金
や
一
時
金
で
対

応
で
き
る
。

②
生
産
性
は
、
長
期
的
に
は
恒
常
的
に
向
上

し
て
い
く
の
で
、恒
常
的
な
賃
金
の
引
き

上
げ
で
勤
労
者
に
報
い
る
必
要
が
あ
る
。

③
本
来
、
賃
金
の
下
方
硬
直
性
に
よ
り
、
不

況
時
に
は
、
個
人
消
費
が
景
気
の
底
支

え
の
役
割
を
果
た
す
は
ず
だ
が
、
日
本
で

は
①
に
よ
り
そ
の
効
果
が
乏
し
い
。
こ
れ

以
上
の
賃
金
の
柔
軟
化
は
、
景
気
変
動
の

激
化
を
招
き
か
ね
な
い
。
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賃
金
の
下
方
硬
直
性
批
判
に
対
す
る
懸
念

と
に
な
り
ま
す
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
は
欧

米
が
発
生
源
で
し
た
が
、
経
済
へ
の
打
撃
は

日
本
が
一
番
大
き
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
金

融
緩
和
の
度
合
い
が
小
さ
か
っ
た
こ
と
に
加

え
、
雇
用
と
賃
金
の
削
減
に
よ
り
、
個
人
消

費
に
よ
る
経
済
の
底
支
え
機
能
が
発
揮
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
上
、
所
定
内
賃
金
も
柔
軟
化
さ
れ
た
ら
、

景
気
の
落
ち
込
み
は
さ
ら
に
激
し
く
な
る
、

と
考
え
る
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
平
常
時
に
つ
い
て
も
、
勤
労
者
の

消
費
マ
イ
ン
ド
が
低
下
す
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
消
費
性
向
（
所
得
に
占
め
る
消
費

の
割
合
）
を
決
定
す
る
の
は
、

①
恒
常
的
な
所
得

②
生
涯
所
得
の
見
通
し

で
す
。
わ
が
国
で
は
、
所
定
外
賃
金
や
一
時

金
の
比
率
が
高
い
の
で
、
消
費
性
向
は
低
く

な
り
が
ち
で
す
が
、
所
定
内
賃
金
ま
で
柔

軟
化
さ
れ
る
と
、
恒
常
所
得
で
は
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
消
費
性
向
の
一
層
の

低
下
が
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
生
涯
所
得
の
見

通
し
も
不
安
定
と
な
り
、
そ
の
点
か
ら
も
消

費
性
向
は
低
下
し
ま
す
。賃
下
げ
を
し
て
も
、

景
気
が
よ
く
な
れ
ば
賃
上
げ
も
あ
る
の
だ

か
ら
い
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
理
屈
は
通
用
し

な
い
の
で
す
。

賃
上
げ
に
よ
っ
て
市
場
経
済
を

効
率
的
に
機
能
さ
せ
る

　

所
定
内
賃
金
は
一
度
上
げ
た
ら
下
げ
ら
れ

な
い
の
で
、
賃
上
げ
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る

を
え
な
い
、
と
い
う
経
営
側
の
主
張
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
人
件
費
が

き
わ
め
て
柔
軟
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、わ
が

国
経
済
が
、よ
う
や
く
安
定
的
な
成
長
軌
道

を
進
み
つ
つ
あ
り
、
そ
の
持
続
の
た
め
に
、

勤
労
者
へ
の
配
分
の
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
企
業
は
「
失
わ
れ
た

20
年
」
の
間
に
形
成
さ
れ
た
賃
金
抑
制
姿

勢
か
ら
脱
却
し
、
成
長
成
果
を
恒
常
的
な

所
得
で
あ
る
所
定
内
賃
金
と
し
て
、
勤
労

者
に
配
分
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

市
場
経
済
原
理
が
機
能
し
て
い
れ
ば
、
人

手
不
足
に
よ
っ
て
賃
金
は
上
昇
す
る
は
ず
で

す
。
賃
金
上
昇
が
十
分
で
は
な
い
の
は
、

①
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
下
で
、
輸
出
産
業
は

人
件
費
の
低
い
新
興
国
、
途
上
国
と
競

争
し
て
お
り
、
賃
金
を
引
き
上
げ
る
こ
と

は
で
き
な
い
、
と
い
う
意
識
が
ま
だ
強
く

残
っ
て
い
る
。

②
成
果
主
義
賃
金
で
は
、賃
上
げ
を
行
っ
て

も
、
賃
金
表
の
書
き
換
え
が
行
わ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
、
一
定
の
賃

金
水
準
に
達
し
た
中
高
年

層
は
、
そ
の
水
準
で
留
め

置
か
れ
て
し
ま
う
。

と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

鶴
教
授
の
論
文
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の

労
働
分
配
率
に
関
す
る
研
究
で
は
、「
外
生

的
な
貿
易
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
さ
ら
さ
れ
る
産

業
が
、
他
の
産
業
よ
り
も
労
働
分
配
率
の

低
下
が
大
き
い
と
い
う
事
実
は
見
い
だ
せ
な

か
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
の

場
合
、
賃
金
決
定
に
お
け
る
輸
出
産
業
の

影
響
力
が
大
き
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
他

の
産
業
よ
り
も
労
働
分
配
率
の
低
下
が
大

き
い
と
い
う
事
実
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
」

と
し
て
も
、
新
興
国
、
途
上
国
の
影
響
を
否

定
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
実
に
は
、
単
位
労
働
コ
ス
ト
（
付
加
価

値
あ
た
り
の
人
件
費
）
を
比
較
す
る
と
、
日

本
の
人
件
費
は
、
す
で
に
タ
イ
、
中
国
、
韓

国
よ
り
も
割
安
で
あ
り
、
こ
う
し
た
低
い
賃

金
水
準
が
、
む
し
ろ
日
本
の
競
争
力
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
（
図
表
５
）。
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
下
で
賃

上
げ
が
で
き
な
い
、
で
は
な
く
て
、
グ
ロ
ー

バ
ル
競
争
を
勝
ち
抜
く
た
め
の
賃
上
げ
、
と

い
う
観
点
が
重
要
で
す
。

　

成
果
主
義
賃
金
は
、
一
般
的
に
は
、
個
人

の
生
み
出
し
た
成
果
に
見
合
う
賃
金
を
支

給
す
る
制
度
、
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
現
実
に
は
、
多
く
の
従
業
員
の
賃
金
を

一
定
水
準
で
留
め
置
く
制
度
と
な
っ
て
い
る

場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
生
涯
で
最
も

生
計
費
の
か
さ
む
時
期
に
、
賃
金
が
留
め
置

か
れ
る
制
度
で
あ
れ
ば
、出
産
を
控
え
た
り
、

若
い
こ
ろ
か
ら
消
費
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る

の
は
明
ら
か
で
す
。

　

労
働
市
場
に
お
い
て
、勤
労
者
へ
の
配
分
、

と
り
わ
け
恒
常
所
得
と
し
て
の
配
分
が
十

分
で
な
く
、
そ
の
ま
ま
で
は
商
品
市
場
で
需

要
不
足
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
金
融
市
場

が
大
幅
な
金
融
緩
和
を
強
い
ら
れ
て
い
る
、

と
い
う
の
が
現
状
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
企

業
が
人
件
費
を
負
担
す
る
に
し
て
も
、
消

費
拡
大
と
い
う
点
で
は
、
一
時
金
よ
り
賃
上

げ
の
ほ
う
が
効
率
的
で
す
。
賃
上
げ
に
よ
っ

て
、
マ
ク
ロ
の
付
加
価
値
生
産
性
向
上
の
適

正
な
成
果
配
分
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
、

市
場
経
済
を
効
率
的
に
機
能
さ
せ
て
い
く

た
め
に
不
可
欠
で
す
。


